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• 略歴
‒ 博士（工学）（東京工業大学）
‒ 東京都公立小学校･教諭, 富山大学教育学部･助教授, 
静岡大学情報学部･助教授, 東北大学大学院情報科学
研究科･教授, 文部科学省･参与 等を経て

‒ 現在, 東京学芸大学教職大学院･教授/学長特別補佐
‒ 日本教育工学会･会長

• 専門分野
‒ 教育工学，特に学校現場におけるICT活用授業/情報教育･メディア教育

• 委員等
‒ 中央教育審議会･委員, 初等中等教育分科会･分科会長代理
‒ 同 教育課程企画特別部会･部会長代理
‒ 同 デジタル学習基盤特別委員会･委員長, デジタル教科書推進WG･主査
‒ 文部科学省 リーディングDXスクール事業･企画推進委員長

(2)

堀田龍也（Tatsuya HORITA）, Ph.D.

Tatsuya HORITA @                          All Rights Reserved.



教師が学習指導要領を
便利に利用できるために
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学習指導要領を参照する現状
n 授業で多く行われていること
• 質保証された教科書をもとにして，児童生徒の概念的な
理解状況を把握する→教師の勘に頼り見取りが十分とは
言えず正確な把握が困難となりがち

• 教科書に明確に対応づけられたワークやドリルを利用し
て，多数の確認問題に取り組ませ，児童生徒の習熟度を
把握する→個別の習熟度に合わせたいが学習活動がノル
マ化することも多く，採点が教師の負担になりがち

n 学習指導要領の参照は
• 研究授業の準備の時だけ参照することが多いのでは
• むしろ学習指導要領解説の方を参照するのでは
• 日々の授業の内容は教科書ベースなので，教師は教科書
会社作成の教師用指導書をもっとも参照するのでは
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わかりやすい学習指導要領の論点

（第2回教育課程企画特別部会資料より）
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学習指導要領をWebで見やすくする例

（第2回教育課程企画特別部会資料より）



Tatsuya HORITA @                         All Rights Reserved. (7)

学習指導要領の表現への期待
n 人間による可読性を高める工夫（Human Readable）

• より構造的に記述することによって，学習内容の上位項目と下位項
目の関係をよりわかりやすく視覚化できないか

• 学習内容の対応を示す表や図も掲載できないか
• 各教科等に散らばる関連項目にはマークを付与するなどして，教師
にとって意識しやすくできないか

• 学習指導要領について生成AIを利用することで児童生徒にも理解で
きるような説明が実現できるのではないか

n コンピュータによる可読性を高める工夫（Computer Readable）
• 今日ではPDF化によって検索等が可能になったが，検索でヒットし
た内容を抽出するようなことは自動化できていない

• 各教科等に散らばる関連項目にはタグを付与（#方程式，#明治維
新のように）するなどして｢たぐり寄せ｣やすくできないか

• 見える粒度（granularity）を可変にできるようなデジタル表示に
よって，全体と部分を行き来できるような見せ方が実現できないか
Ø 例：オーストラリアの学習指導要領サイト
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わかりやすい学習指導要領の論点

（第2回教育課程企画特別部会資料より）
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粒度（granularity）

• 山を見るか，岩を見るか，小石を見るか，成分を見るか
https://sites.ualberta.ca/~obilash/granularity.html
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オーストラリアの学習指導要領サイト

• 学習指導要領についての解説動画・ウェブサイトによるビジュアル化

https://v9.australiancurriculum.edu.au/
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オーストラリアの学習指導要領サイト

• カリキュラムは三次元で表現されている

https://v9.australiancurriculum.edu.au/
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オーストラリアの学習指導要領サイト

• 三次元のイメージ図

https://v9.australiancurriculum.edu.au/
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オーストラリアの学習指導要領サイト

https://v9.australiancurriculum.edu.au/

• 三次元の解説



Tatsuya HORITA @                         All Rights Reserved. (14)

オーストラリアの学習指導要領サイト

• マウスオーバーで拡大されるなどのエフェクト表示

https://v9.australiancurriculum.edu.au/
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オーストラリアの学習指導要領サイト

• 各教科の解説は，下位項目を開いた時だけ見える

https://v9.australiancurriculum.edu.au/



学習指導要領コードを
中核とした

デジタル化の現状と課題
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わかりやすい学習指導要領の論点

（第2回教育課程企画特別部会資料より）
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学習指導要領コードの現状

• 学習指導要領コードは，学習指導要領の本文ごとに1対1でコード
（番地）を付与したもの

（文部科学省｢教育データ標準｣より）
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学習指導要領コードの現状

• 例：第6桁が6のコードだけを抽出すると，第6学年の全学習内容になる
（文部科学省｢教育データ標準｣より）
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学習指導要領コードの現状

• 学習指導要領の本文の項目ごとにコードを付与
（文部科学省｢教育データ標準｣より）
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現行学習指導要領の構造例

• 資質･能力と学習内容の下位構造が異なっている現状
→データベース化の難しさが示唆される

（第2回教育課程企画特別部会資料より）
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学習指導要領のさらなる構造化に向けて

• ｢タテ｣｢ヨコ｣の関係は学習内容別の図式化等で工夫できそう
• 関連のある他の学習内容や他教科等との対応づけは，学習指導要領
コード等を用いればデジタルの力で表現できそう

（第2回教育課程企画特別部会資料より）
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学習指導要領コードへの当初の期待は

• 学習指導要領コードを介して教科書や教材等を繋げることに課題が残る
（文部科学省｢教育データ標準｣より）
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事例①：ドリルと教科書の対応づけ例

Tatsuya HORITA @                          All Rights Reserved. （教育同人社×東京書籍×Lentrance，2020）

• 教科書のページに対応したドリルのページを同時表示する機能
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事例①：ドリルと教科書の対応づけ例
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２Ａ(3) (3) 整数の除法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 8250243130000000

２Ａ(3)ア ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 8250243131000000

２Ａ(3)ア(ｱ)
(ｱ) 除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の場合の計算が，基本的な計算を基にしてでき

ることを理解すること。また，その筆算の仕方について理解すること。
8250243131100000

２Ａ(3)ア(ｲ) (ｲ) 除法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。 8250243131200000

２Ａ(3)ア(ｳ) (ｳ) 除法について，次の関係を理解すること。 （被除数）＝（除数）×（商）＋（余り） 8250243131300000

２Ａ(3)ア(ｴ) (ｴ) 除法に関して成り立つ性質について理解すること。 8250243131400000

学習指導要領コード
２　内　容

Ａ　数と計算

• 2A(3)ア(ｱ)に該当するが「基本的な計算を基にしてできることを理解」
したかどうかの自動判定は困難

• 一方で「その筆算の仕方について理解すること」は，閾値の設定によっ
てある程度の自動判定が可能

• 2A(3)ア(ｲ)の一部にも該当し，「除法の計算が確実にでき」たかどうか
は複数ページによる総合判定とならざるを得ない

• しかし「それを適切に用いること」ができるかの自動判定は困難
• 「関係を理解」や「成り立つ性質について理解」は問題の組み合わせで
可能かも知れない

（教育同人社×東京書籍×Lentrance，2020）



(26)

事例②：紙教材のAIによる自動採点例

Tatsuya HORITA @                          All Rights Reserved. （教育同人社，2025）

• 手書きの良さや必要性がある
• 教師がドリルの丸付けをすることには，AとBのトレードオフがある
A) 児童生徒が自己の学びの状況を自身でチェックすることの大切さ
B) 学習達成の状況を確認するための教師によるチェックの大切さ

• 教師の多忙化の一因としても取り上げられることが多い
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事例②：紙教材のAIによる自動採点例

Tatsuya HORITA @                          All Rights Reserved. （教育同人社，2025）

• プリント教材に手書きで計算，児童生徒が撮影して送信，AIが正誤判定
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事例②：紙教材のAIによる自動採点例

Tatsuya HORITA @                          All Rights Reserved. （教育同人社，2025）

• AIが，計算の範囲を把握→手書き文字認識→正誤判定
• 評価情報として蓄積するには学習指導要領コードとの対応づけが必要
• しかし学習指導要領コードは粗いため評価情報の精度には課題が残る
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事例③：学習動画への自動リンク例

Tatsuya HORITA @                          All Rights Reserved. （チエル×葉一，2023）

• 校種や教科･学年や目標を選択することによって，学習指導要領コー
ドを同定するインターフェイス



(30)

事例③：学習動画への自動リンク例
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• 学習指導要領コードに対応するYouTubeの学習動画をリスト表示
（チエル×葉一，2023）
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事例③：学習動画への自動リンク例
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• 教育YouTuberのへ許諾や学習指導要領コードとの関連付けなどのバッ
クヤード作業が必要なため，コストをかけないと自動化の実現は困難

学習指導要領コード

②該当YouTube動画の一覧を取得

③教員免許保持者による、掲載候補動
画の内容確認とコードの関連付け

④事務局側のデータベース反映

登録参照

①YouTuberへの掲載許諾取得

Webサイト上で公開

（チエル×葉一，2023）
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事例④：教科書から教材への自動リンク例

Tatsuya HORITA @                          All Rights Reserved. （東京書籍×NHK×Lentrance，2024）

• デジタル教科書の機能の1つに｢NHK for School｣のボタンを配置
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• デジタル教科書のページの内容に対応した｢NHK for School｣の映像
のリンクを自動提示

事例④：教科書から教材への自動リンク例
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• 学習指導要領コードが粗いため，ヒットする動画教材が多くなり過ぎ，
かつ数ページずれた動画教材も表示してしまうため，さらに細分化した
キーワード表（小単元レベルのキーワード）を用意して参照する必要

事例④：教科書から教材への自動リンク例
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学習指導要領コードの課題
n 現状では精密な対応づけに課題がある

• 学習指導要領コードを介して教科書や教材等の学習内容を正確に対
応づけることは現状のままでは容易ではない

• 解決のためには，教科書の小単元レベルのキーワード等のメタデー
タが学習指導要領コードと共に公に提供される必要がある

n 教科書にメタデータ付与を義務付けてはどうか
• 学習指導要領コードを含む上記のメタデータ等を教科書に付与する
ことを義務づけることにより教材等との対応づけがしやすくなると
同時に，教科書検定の一部が簡便になる可能性がある

n 教材が適切に紐付けられることが強力な学習支援になる
• メタデータを付与することをあらゆる教材に推奨することで，教科
書から教材への適切な自動リンクが実現できる

• デジタル表示された学習指導要領から（複数の）教科書の対応する
ページや，教科書会社が作成した教師用指導書，さまざまな教材群
を参照したり，あるいは逆向きに教材から教科書や学習指導要領を
参照するなどの往還が自在にできるようになれば教材研究に有用に
機能し，学習指導要領の日常的な参照が想定される
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参考資料･リンク等
• カナダ ブリティッシュコロンビア州 カリキュラムWebサイト

https://curriculum.gov.bc.ca/
• "Granularity", Best of Bilash -Improving Second Language Education-

https://sites.ualberta.ca/̃obilash/granularity.html
• The Australian Curriculum -Version 9.0-

https://v9.australiancurriculum.edu.au/
• 文部科学省：教育データ標準

https://www.mext.go.jp/a_menu/other/data_00001.htm
• プレスリリース：『GIGAスクール構想』の実現に向けて東京書籍・教育同人社・Lentranceが「教科の
学びを深め、教科の学びの本質に迫る」新しい学習法を共同開発
https://www.djn.co.jp/company/news/200325.html

• 教育同人社：児童が手書きした計算ドリル紙面の解答をAIで自動正誤判定する「MITORU」の研究開始
https://www.djn.co.jp/topics/topics20250213/

• チエル株式会社：学習指導要領コードから教育YouTubeクリエイターの授業動画を検索できる新サービ
スを開始
https://www.chieru.co.jp/press-releases/products/press-releases-10792/

• NHK：NHK for School API
https://school-apiportal.nhk.or.jp/

• 中川哲, 清遠和弘, 白鳥亮, 貫井真史, 堀田龍也（2023）学習指導要領コードを用いてデジタル教科書と
外部教材を連携させるシステム開発に関する検討. 日本教育工学会研究報告集 2023(2):40-45

• 奥野沙織, 小林建司, 貫井真史, 矢野あかね, 若山大輔, 宇治橋祐之, 堀田龍也（2024）学習指導要領コー
ドに対応した「NHK for School API」の開発とデジタル教材連携の取り組み. 日本教育メディア学会 第
31回年次大会:105-106

※ 2025年2月段階のURL


